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No.10 オーダー処理業務工数半減の達成
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① 目的の確認と可視化
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② 対象範囲のプロセスのチェーンの確認
と可視化
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FAXオーダ様式A02
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③ オペレーションの確認と可視化（５Ｗ２Ｈ)

C/Cオーダ取消の内容確認
対応処理をする

C/C変更オーダ
対応をする

C/Cオーダ変更対応
処理完了

C/Cオーダ取消対応
処理完了

確率: 0.6 確率: 0.39 確率: 0.01

Ｃ／ＣのＦＡＸオーダ
内容を確認した

Ｃ／ＣのＦＡＸオーダ登録の
督促の電話を受けた

Ｃ／ＣのＦＡＸオーダ
に気付いた

Ｃ／ＣのＦＡＸオーダ
内容を確認する

処理時間: 定数 ( 0000:00:00:05 )

Ｃ／ＣのＦＡＸオーダ
内容の確認

処理時間: 定数 ( 0000:00:00:05 )

浦安C/C
受注担当

従業員数: 2

浦安C/C
受注担当

従業員数: 2

Ｃ／ＣのＦＡＸオーダ
（新規）だった

Ｃ／ＣのＦＡＸオーダ
（変更）だった

Ｃ／ＣのＦＡＸオーダ
（取消）だった

Ｃ／ＣのＦＡＸオーダ変更
依頼電話が来た

Ｃ／ＣのＦＡＸオーダ取消
依頼電話が来た

FAXオーダ様式A02

FAXオーダ様式A02

原票
（どこで）

業務（何をする）

担当
（誰が）

業務処理結果
（どうなる）

業務着手のイベント
（いつ）

C/Cオーダ受付（下記はVANオーダ処理ルート）

発生確率

発生頻度
朝：４０件/h
昼：１５件/n
夕方：３５件/h
１日：１２０件

処理時間
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④ 分析・評価・対策検討

オンラインによる
オーダ受付

ＦＡＸによる
オーダ受付

ＦＡＸオーダー受付による
業務量増が上位を占めた

↓

ここに絞って業務量を
削減すれば、全体としても
大きな削減効果になる。

１位．FAXオーダーへの
追記作業

２位．FAXオーダーを
オンライン入力する作業

４位．FAXオーダー内容
の再問い合わせ

・
・
・

作業内容

１日の作業時間
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⑤ 埋蔵金の発見
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FAXオーダ様式A02

問題のﾙｰﾄ
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⑥ 業務分析・評価結果まとめ

ＶＡＮによる
オーダ受付

ＦＡＸによる
オーダ受付

A社では、オーダを「ＶＡＮ」と

「ＦＡＸ」で受付けている。

ＦＡＸ受付時の手間（業務量）が

大きな負荷になっていることを

定量的に可視化した。

ＦＡＸによる業務量

この結果を基に、FAX送付元を分析し、

FAX送付が多い依頼元会社が、VANを

使える環境があるにも関わらず、FAX

していたことの原因を対策し、業務を

変えることなく、業務量を半減すること

に繋げた。


